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左から、小嶋正弘君、相馬進之介君、佐々木希さん、石岡涼香さん 

弘前四中 2年生の小嶋正弘君、相馬進之介君、佐々木希さ

ん、石岡涼香さんの 4人が、10 月 6 日から 4日間、「ふれ

あい job ウィーク」として沢田内科医院で職場体験をしま

した。沢田内科医院は患者さんが来院して診療を受ける外

来だけでなく、入院患者さんもいますので、医療だけでな

 

弘前四中では、職場体験を通して、自分たちが生活する

地域でどのようなことが営まれているのかを知ってもら

い、同時に、将来の自分の姿を思い浮かべさせ、そのた

めには、今、自分は何をすべきなのか考えさせることを

目的にしているのでしょう。今回は、患者さんとの触れ

合い、実際に仕事をしている職員との話し合いが不足し

ていました。少しでも役に立てれば幸いです。 

いろいろなことが経験できるように準備していました。

 

やはり、医療機関という非日常的な所へ来ましたので、ど

うしたらいいか分かりません。遠慮もあります。慣れた学

校と違って、初めは借りてきた猫のような状態です。しか

し、今回は、4日間という時間がありました。4日目には、

大分慣れたようで、「給食の手伝いをしたい」、「薬をもう

一回やってみたい」などと、元気に仕事を手伝っていまし

た。 

 

「胃腸の検査を見て気持ちが悪かった」、「薬を準備する

のは非常に細かく集中力が必要な仕事であった」、「受付

で患者さんと直接やり取りをすることに多少の抵抗感が

く、掃除、給食など、

日常生活すべてが営ま

れています。 

 

外来診療の手伝い、薬

局での薬剤に間違いが

ないかの確認、入院ベ

ッドのシーツ交換や患

者さんとの触れ合い、

受付での事務的な仕

事、給食での食事の用

意、胃内視鏡検査など

実際の医療行為の見

学、超音波検査の体験、

あり、名前を呼ぶ時

に大きな声が出せな

かったが、レジの扱

いもできるようにな

って慣れてくると楽

しくできた」、「休む

暇もない予想以上に

忙しい仕事であっ

た」、「一日中立ちっ

放しで、足がパンパ

ンに張ってしまっ

た」など、後でこれ

らの感想を寄せてく

れました。 

ギョウザの中毒事件に引き続き、有害物質のメラミン

が粉ミルクに混入していたことが発覚しました。中国

発の食の安全を脅かす事例は、留まるところを知りま

せん。アメリカでは、メラミンが混入した中国製のペ

日本では、賞味期限の改ざん、産地偽装など食の安全

が大きく揺らいでいますが、中国では、残留農薬問題、
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ットフードで、多数の犬や猫が腎不全で死亡したニュ

ースがありました。中国国内でも、メラミンが混入し

た粉ミルクで育てられた乳幼児が腎不全や腎結石を発

症する事件がありました。さらに、鶏の飼料にもメラ

ミンが混入していたという記事もありました。 

 

私はメラミンという物質を知りませんでしたので、こ

のメラミンがなぜ食料に混ぜられるのか調べてみまし

た。メラミンは窒素化合物で、樹脂を生産するのに使

用されるようです。食物や動物の飼料に含まれている

蛋白量は、蛋白そのものを測って決めているのではな

く、窒素を測って蛋白量を決めているようです。です

から、飼料の植物性蛋白や粉ミルクの蛋白が少なくて

も、メラミンを混ぜれば、蛋白質が多く含まれ栄養価

があると判断されるようです。要するに、食料として

含まれる蛋白量が多く見えるように偽装するために混

ぜるのです。窒素化合物であるメラミンに含まれる尿

素が腎臓に沈着し、腎不全や腎結石を発症することに

なります。 

 

日本の食糧自給率は 40％で、主要先進国の中では最低

です。「私は中国産の食べ物は買いません」などと言っ

てる場合ではないと思います。現在はアメリカに大き

く依存していますが、中国を無視して食糧を確保する

ことはできないと思います。直接目に見える食肉など

は中国産を食べないことはできるでしょう。しかし、

中国産の農畜産物が、日本で飼われている食肉用動物

の飼料として使われ、間接的に私たちの食糧となって

いるかも知れません。なっているでしょう。 

 

朝日新聞の記事に、ハンバーグ定食がどれだけ輸入に

頼っているかが出ていました。豚肉や牛肉は 50-60％、

ジャガイモは 24％、パン（小麦）は 87％、ドレッシン

グ（大豆）は 95％、野菜は 21％となっていました。家

畜の餌は 75％が輸入です。日本人が大好きなラーメン

を考えてみても、アメリカから輸入した小麦で作った

麺、アメリカの飼料で育った豚や鶏のスープ、外国産

の豚肉のチャーシュー、中国産のメンマなど、外国か

らの輸入で成り立っていることが分かります。 

 

青森県のリンゴは中国に輸出されています。日本の米

も中国に輸出されています。日本の工業製品の輸出先

としても、大きなマーケットの中国を無視しては成り

立たないでしょう。食糧自給率が低い日本は、中国に

対して食の安全を求め、あるいは協力して、安全な食

糧を輸入する道を選ぶしかないと思っています。 

沢田内科医院は弘大附属病院の研修協力医療機関とな

っています。医師国家試験を通った新人医師には 2 年

間の初期臨床研修が義務付けられています。この期間

中に1ヶ月だけ診療所での研修が組み込まれています。

沢田内科医院では、これまで 3 人の若い医師の研修を

引き受けてきました。今回は、市立函館病院、弘大附

属病院で臨床研修を行ってきた竹内朗子先生が 10 月 1

日から 31 日まで研修を行いました。 

 

市立函館病院では救命救急センターで外来診療を経験

していますが、高血圧や糖尿病などの慢性期の患者さ

んを診療するのは初めてとのことでした。まず、病歴

で状態を判断すること、肝臓や甲状腺を触れたりして

身体所見を正しく取ること、診療所に受診することが

多い疾患を経験すること、腹部超音波検査をある程度

マスターすること、これらを 1 ヶ月間の到達目標にし

ました。 

 

不思議なことに、この 1 ヶ月間で救急車が 1 台も来ま

せんでしたし、救急車で他の病院へお願いすることも

ありませんでした。風邪の患者さんの治療をしたり、

通院している患者さんは高血圧症と糖尿病が多いの

で、これらの治療法にも慣れました。たくさんの患者

さんの協力により、甲状腺と肝臓は触れることができ

るようになりました。毎日 4,5 人の超音波検査を行い

ましたので、基本的な検査はできるようになりました。

 

竹内先生は岡山県出身で、津軽弁を理解するのが最も
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インフルエンザの季節になりました。今年も 11 月と 12

月にインフルエンザワクチンの接種をします。インフ

ルエンザワクチンに限らず、ワクチンを接種する目的

は 2 つあります。一つは、ワクチンを接種して自分が

インフルエンザにかからないようにすることです。も

う一つは、多くの人がワクチンを接種して、インフル

エンザ自体が流行らないようにすることです。弘前市

では、65 歳以上の人にインフルエンザワクチンの助成

をしています。その統計を見ると、昨年、弘前市では

65歳以上の約50％の人がインフルエンザワクチンの接

種をしました。 

 

ウイルスは、人間を含めた動物の細胞の中でしか増え

ることができません。みんながワクチンを接種してイ

ンフルエンザにかからないようにすると、インフルエ

ンザウイルスは自分の仲間を増やすことができません

ので、インフルエンザは流行しないことになります。

自分は大丈夫だからワクチンは要らないなどと言わな

いで、自分が暮らす社会の中でインフルエンザウイル

スが増えないためにも、インフルエンザワクチンを接

種しましょう。 

 

さて、新聞を見ると、通常のインフルエンザの他に、

『鳥インフルエンザ』や『新型インフルエンザ』とい

う別のインフルエンザの話題が時々取り上げられて

います。『新型インフルエンザ』に対して、国ではガ

イドラインを出し、県では流行した時の行動計画を作

ったり、医療確保のためのマニュアルを作ったりして

います。アメリカでは、『新型インフルエンザ』は、

テロに匹敵する危機管理が必要だと位置づけられて

います。 

 

『鳥インフルエンザ』は、鳥の間に流行するインフル

エンザで、通常は人には感染しません。それが、これ

まで 400 人弱の人に感染したと報告されています。こ

の数字は、東南アジアや中国からの数字ですので、ど

こまで信頼できるのかは分かりません。いずれにせ

よ、『鳥インフルエンザウイルス』が人に感染するこ

大変だったようです。生粋の津軽弁を使

い、耳が遠くなったおじいちゃんに最も手

を焼いていたようです。また、話を始めた

ら止まらなくなるおばあちゃんには、いつ

終わるんだろうかと心配になったことも

あったようです。大学病院や大きな病院で

は経験できない今回の研修もきっと役に

立つことと思います。 

 

若い医師の中には、開業医がどのような医

療をしているか理解していない人もいま

す。私自身もその一人でした。大きな病院

へ行く前の患者さんがどのような医療を

受けているのか、どのような状況で、開業医が病院へ

患者さんをお願いするのか、このようなことを理解す

るだけでも、診療所研修は意義があると思っています。

 

研修医を定期的に引き受けることで、私自身の医師と

してのレベルを維持するのにも大変役に立っていま

す。外から医師が来て診療しますので、いい加減な医療

をするわけにもいきません。若い医師を指導すること

で、自分自身の知識を整理することもできます。患者さ

んには余計な負担をかけることもあります。しかし、結

果的に医院のレベルを維持するのに役に立っているこ

とですので、今後ともご協力をお願いいたします。 

 

 

 
前列右端が竹内朗子先生 
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1 週間前に心不全で受診した三上さん（仮名、83 歳のおじいちゃん）は、薬の効果があり、足のむくみもとれ、

夜も眠れるようになりました。体重は 47kg と少なくなったのですが、元気な時がどれくらいだったか聞いてみ

ました。 

私： 「三上さん、元気な時に体重はどれくらいでしたか？」 

三上さん： 「56 キロ！」 

私： 「それは、いつ頃ですか？」 

 

私は、心不全が悪くなる 2，3ヶ月前のことを期待していたのですが、 
 

三上さん： 「戦争の時！」 

私： 「三上さん、63 年前のことですか？」 

三上さん： 「6尺で 56 キロ。甲種合格だった！」 
 
後ろにいた奥さんは、「6 尺もないのに・・・・。この人、戦争のことになると話しが止まらなくなるんです。」

と。三上さんに向かって、「さあさあ、先生は忙しいんだから・・・・。」と連れて行ってしまいました。結局、

心不全が悪くなる前の体重は、分からずじまいでした。 

とは事実で、呼吸器だけでなく腎不全など全身症状を

伴い重篤で、かかった人の 40～50％が死亡すると言わ

れています。 

 

『鳥インフルエンザウイルス』は、鳥から人へは感染

するのは事実ですが、感染した人から他の人へ感染す

ることはありません。『鳥インフルエンザウイルス』が

変化して、人から人へ感染するようになった場合を、

『新型インフルエンザ』と定義しています。まだ、『新

型インフルエンザウイルス』は存在しませんので、こ

のウイルスに抗体を持っている人はいません。そのた

めに、『新型インフルエンザ』は、世界的に大流行して

多くの死者が出ると予想されているのです。 

 

まだ存在しないウイルスですので、『新型インフルエン

ザウイルス』に対するワクチンもありません。最新の

技術を使用すると、ワクチンは 2,3 ヶ月で作ることが

できると言われています。インフルエンザの流行は 2,3

ヶ月で収まりますので、どこか外国で『新型インフル

エンザ』が発生し、ワクチンが間に合えば、流行に対

応できるかもしれませんが、これは楽観的な期待です。

 

日本で『新型インフルエンザ』が流行すると、死者が

64 万人とも 210 万人とも予想されています。現在、日

本で年間に亡くなる人の合計は約 110 万人ですので、

その数に驚かされます。しかし、まだ存在しないウイ

ルスによる流行ですので、予想が正しいかどうかは分

かりません。しかし、それなりの対応は必要と考えて

います。まずは、通常のインフルエンザに対してワク

チンを接種すること、人込みに行かないこと、咳でウ

イルスを撒き散らかさない、マスクをするなりして他

の人に移さないようにすることなどを、日頃から実行

することから始めたらいかがでしょうか。 

 

 

『鳥インフルエンザウイルス』が変化し、

人の間で流行するようになったものが『新

型インフルエンザウイルス』です。 

『新型インフルエンザウイルス』は、 

まだ、存在しないのです。 


